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新カリキュラムの評価・提言について
　情報科学センターが設置し、理工学部以外の全ての学部り卒業単位科目となっている「情報関連科
目」は、1988年に情報科学センターが設置される以前に随意選択科目として設置されていた時期を含
めれば十数年にわったって明治大学において全学共通科目として設置されてきた。設置当初におい
ては確かに、この科目の主目的は興味のある少数の学生にコンピュータというものに触らせることで
あったいうべきかもしれない。しかし、その後、情報科学センターが設置され、時代背景的にも社会の
情報化が進展し、各学部において卒業単位科目に認定されたこともあって、受講者数が毎年全学で約
4，000名、さらに抽選にもれて受講を希望しながらも受講できなくなる学生が1，000名弱も生じてし
まうという「超」人気科目となった。このときにすなわち、情報科学センターが設置された頃に、実は、
情報科学センター設置情報関連科目については1回目の大きなカリキュラム改訂が行われている。
このときのカリキュラム改訂は主として受講生の量の増大に対応する改訂であったといえるであろう。
　今回のカリキュラム改訂は情報科学センター設置情報関連科目にとって2回目の大きな改訂であ
る。前回の改訂が量の増大に対応する改訂であったとするならば、今回の改訂はカリキュラムの質を向
上させることを目的とした改訂であるといえる。そのために、情報社会論など文科系の学生にとって必
要と考えられる「情報論」の講義を必須の教育内容と規定しつつも、セメスタ制度を導入しかつ教育
に用いるソフトウエアを個々の担当教員が選択できるようにするなどして個々の担当教員が独自の
個性的な教育内容を教えられるようにした。また、講習会という情報科学センターのサービス活動を
充実させることによって、学生によってばらつきのある情報機器操作技能の標準化をはかろうとした。
　私見ながら、このカリキュラム改訂の理念は正しいものであったと考えている。実際、この新カリ
キュラムは明治大学のみならず、私立大学情報教育協会など他の組織からも今後の情報教育のある
べき姿として高く評価されまた注目されている。しかしながら現在のところ、甚だ残念ながら、実際
の運用においてはこのカリキュラム改訂の理念が十分に実現されているとはいえないのが現状であ
る。セメスタ制度を導入したといっても実際にはほとんどの教員には1つ1つのコマを通年で受け
持っていただいており、学生が多くを教員の授業を選んで受講することができる状態にはなってい
ない。また、ソフトウエアにしても必ず教えなければならないソフトウエアの規定を撤廃しただけ
で、実際に教えることが可能なソフトウエアは物理的に限定されている。さらに、多くの先生方から
指摘されているように、講習会の実施運営についても検討すべき点は多く残っていると言わざるをえない。
　今回、新カリキュラムのもとで実際に情報関連科目を担当されている教貝の方々にこのカリキュ
ラムについてのご意見を寄稿していただくことができた。この貴重なご意見を明治大学における情
報関連科目のより良い教育内容の実現のために真に役立ててゆくことが求められている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報科学センター教育専門部会長　土　田　昭　司
